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安全で安心な県づくりに関する福島県政世論調査結果（H22-27推移）      
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自然災害、原子力災害 (放射線 )関連
大規模災害に備えて、避難場所の確認や食料の備蓄などを行っていると回答した県民

の割合

自然災害や大規模な火事災害などに対して、安心して暮らせる災害に強い地域だと思

うと回答した県民の割合

放射線から安心できる生活空間で暮らしていると回答した県民の割合

福島第一原子力発電所事故の発生により、長期にわたる健康不安を感じると回答した

県民の割合
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地域づくり関連

地域住民やＮＰＯ等による地域づくり活動に積極的に参加していると回答した県民の

割合

日頃、人と人の支え合いや絆を実感していると回答した県民の割合

身の回りのいろいろな危険（災害や事故、犯罪など）から住民や地域を守るため、住

民の方々や地域の団体が協力し合いながら対策を行っていると回答した県民の割合
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消費生活、医療、環境関連
食品や日用品など、消費生活に関して不安を感じることなく、安心して暮らしている

と回答した県民の割合
毎日の食生活において食品の安全に不安を感じることなく安心して暮らしていると回

答した県民の割合
暮らしている地域の夜間や休日の救急診療に不安を感じていると回答した県民の割合

身近なところで、必要な医療を受けることができる地域と回答した県民の割合

水や大気など生活環境の安全が確保されていると思ると回答した県民の割合
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犯罪、虐待、交通事故関連
犯罪がなく安心して暮らせる地域だと思うと回答した県民の割合

犯罪や交通事故の犠牲者やその家族が被害から立ち直り、平穏な生活を送るための支援活

動（ふくしま被害者支援センターなど）があることを知っていると回答した県民の割合

児童、配偶者、高齢者、障がい者などに対する虐待や暴力がなく、安心して暮らせる地域

だと思うと回答した県民の割合

交通事故がなく安心して暮らせる環境が整っていると思うと回答した県民の割合


